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『あいさつ、清掃、ボランティア』

三者面談、たいへんお世話になりました
１１月４日から行われた三者面談では、お忙しい中時間を作り学校に足を運んでいただき、誠に

ありがとうございました。

今年度は学校での生徒の様子を保護者の皆様に見ていただく機会がほとんどありませんでした。

だからこそ、短い時間ではありましたが、この三者面談はとても貴重な場ととらえ、お話しさせて

いただきました。担任も、お子さんについて新たな面を知ることができたりと、とても有意義でし

た。三年生にとっては、卒業後の進路について考えるとても大切な時間でした。本人・保護者の希

望をベースに、今後の情報提供や進路指導に役立てていきたいと思います。

今後もお気づきの点、不安な点等ありましたら、遠慮なくご相談ください。

学校評価から
公表が遅くなってしまいましたが、１学期に行った学校評価の結果とそれ

に対する学校の方策等についてお知らせします。

１ 評価の高かった項目（「良くできている」「だいたいできている」の合計）

順 質 問 の 概 要 割 合

１ 日ごろからマスクを着用したり、手洗いうがいを行ったりと感染症から自ら ９７．３％

を守る行動が取れている

新型コロナウイルス感染症の対策として、折に触れ指導してきた内容です。今では特に指

導しなくても、当たり前のように行っています。これからはインフルエンザが流行する季節

となります。昨年度インフルエンザは全くといっていいほど出ませんでした。今年度も上記

の対策で予防できるとよいと思います。ご家庭でのご協力にも感謝します。

１ 交通ルールを守り、危険な状況にならないように気をつけて登下校している ９７．３％

毎週月曜日の登校指導、毎日放課後の下校指導など、日ごろから交通安全を意識するよう

にしています。また、交通事故のニュースなどを使い、具体的に危険なケースについてどう

するべきか考えさせたり、「私の交通安全」と題して自分用のスローガンを考えさせたりもし

ています。

３ 日ごろから社会や学校の決まりを守って生活している ９６．６％

時間や期限を守ること、それぞれの役割を責任を持って果たすことなどについて、自覚を

持って行動できるよう話しています。こういった規範意識は、生徒が幼い頃から家庭、学校、

地域全体で関わってくることによって身に付くものです。ありがとうございます。

４ 校内事故（授業中、部活動、不審者等）の防ぎ方や災害時の対応の仕方につ ９６．１％

いてお子さんに伝わっている

学校ではさまざまな状況を想定した避難訓練を行っています。今後も自分の命は自分で守

れるよう指導していきます。

５ 教職員は生徒間のトラブルや生徒の悩みなどに対して適切に対応している ９３．２％

学校では、日ごろの観察に加え、連絡ノートや生活アンケートなどにより早期発見、早期

対応に努めています。また、家庭との連携も不可欠ですので、気になることがあった際には

電話連絡等も行っています。今後も注意深く生徒の様子を見ていくとともに、楽しい学校生

活となるよう努めていきます。

万燈通信



２ 評価の低かった項目

（「良くできている」「だいたいできている」の合計が８０％を下回ったもの）

順 質 問 の 概 要 割 合

１ お子さんは家庭学習の仕方を理解していると思う（保護者のみ） ４９．１％

これまでも５０％を下回っていた項目です。家庭での会話で「何を勉強したらいいかよく

わからない」といった言葉が聞かれているのだと思います。学校でも勉強の仕方を生徒に紹

介したりしていますが、どうしても一般的な話が多くなってしまいます。個別に相談に乗り

たいと思います。

２ 家庭学習を１日１時間以上している ５６．５％

昔から「学年プラス１時間の家庭学習を」と言われています。大切なのは時間ではなく内

容であることも事実です。しかし、中学校での学習を身に付けていくためには、１時間以上

は必要だと考えています。

３ 家庭でお子さんの良さや特性、中学卒業後の進路等について話し合っている ７２．２％

（保護者のみ）

学校では、学活の授業や諸行事・体験学習等を通して、生徒が自分の適性に気付いたり進路

について考えたり調べたりする時間を設けています。また、自分自身の成長を知ることがで

きるよう「キャリアパスポート」を用いた指導も行うようになりました。自分の個性は他者

から言われて気付くことも多くあります。ご家庭でも節目ごとにお子さんの良さやがんばり

について話題にし、自信と安心が持てるようご協力いただければと思います。

４ 基本的な学習内容がわかっている ７７．５％

授業やその単元の最後にまとめとふり返りの時間を取り、どこまで理解したか確かめられ

るようにしています。また、授業によっては豆テストをして理解度をはかったりもしていま

す。そこで不十分だったところを中心に、家庭で復習していくようにしてください。

１・２・４をまとめて

生徒が宿題以外の学習にどのように取り組むかは、目的意識によっても変わってきます。

それぞれがしっかり目標を持って、自分に必要な学習ができるようになることが理想ですが、

テスト前以外にはなかなか難しいのが現状です。

『万燈通信第６号』でも紹介しましたが、新学習指導要領全面実施に伴って、今年度「学

習の手引き」を大幅に改訂しました。その中に、「学習の仕方（アドバイス）」という項目を

設け、授業中、家庭学習、普段から意識することの３つに分けて紹介しています。また、評

価の仕方の例も示しましたので、時にはお子さんと確認し、見直していくのも一つの方法で

す。学校でもそれぞれの授業の中で説明していますが、もっと詳しく知りたいといったご相

談には個別にお答えしたいと思います。担任を通じてご相談ください。

大活躍！男子駅伝部 市大会 ２位 県大会 ８位入賞！

今年度の駅伝部の始動は７月。全校から希望者を募り、大勢の生徒の参加を得て練習が始まりま

した。緊急事態宣言による活動休止を経て、９月末から練習を再開。絞り込んだメンバーできつい

朝練習をこなし、力を付けてきました。そうして臨んだ市大会（10/16）。男女とも健闘し、男子は
２位となり県大会出場を決めました。県大会は11/13。起伏の激しいコースを必死の形相で走り抜
き、思いを託してたすきをつなぎ、８位入賞というすばらしい結果をつかみました。１走の阿部君

は実力を発揮し区間３位となり、個人でも表彰されました。

市大会の様子 県大会の様子 男子駅伝メンバー


